
令和７年度第２回朝霞市産業振興基本計画推進委員会 次第

日時 令和７年１２月２３日（火）午前１０時

場所 朝霞市民会館 ３０１会議室

１ 開 会

２ あいさつ

３ 議 事

（１）朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業の認定について

（２）朝霞市の農業の実態について

４ そ の 他

５ 閉 会

【配布資料】

次第

資料１ 朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度 認定基準

資料２ 小林卓夫 申請書・チェックシート・ヒアリングシート

資料３ 株式会社アシスト 申請書・チェックシート・ヒアリングシート

資料４ 医療法人 山柳会 申請書・チェックシート・ヒアリングシート

資料５ 朝霞市の農業の実態について

参考 令和７年度朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度

更新対象企業



資料１

朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度 

認定基準 

 

・以下の４点を満たす事業者を認定するものとする。 

 

１．朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度実施要綱第２条第

１項中の「企業」に該当すること。 

 

２．必須項目（関係法令の遵守）がチェックされていること。 

 

３．審査項目７つのう ち、３つ以上の審査項目について、半数以上の設問

にチェックが付くこと。 

　　※設問数が奇数の場合、必要なチェック数は小数点第１位を切り上げ

る。（例：設問数５問の項目については、３つ以上チェックを要する。） 

 

４．以上３点について、現地調査又は提出書類によって確認すること。 

　　※更新申請の場合は、原則として現地調査は行わない。



 

 　　　資料２

様式第１号（第４条関係） 

令和7年　8月　27日 

 

　朝霞市長　宛 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　小林卓夫　　 

 

　　　朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定申請書 

 

　朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度実施要綱第４条に基づ

き、朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業として認定を受けたいので申

請します。 

　なお、応募書類一式に虚偽がないことを宣誓します。 

 
企 業 名

小林卓夫

 
所 在 地

〒351- 0 00 5 

埼玉県朝霞市根岸台7-7-1  ヒミコマンション402

 業 種 及 び 

主 な 事 業 内 容

切手、記念消印はがきの販売

 
創 業 年 月 平成25年　　10月　　　　　

 
資 本 金 0円　　　　　

 

従 業 員 数

正 社 員　　　　人（男性：　　人、女性　　人）

 
パート又は契約社員　　　4 人（男性：   1人、女性　3人）

 
派 遣 社 員　　　　人（男性：　　人、女性　　人）

 
総従業員数　　　4 人（男性：　 1人、女性　3人）

 

担 当

部 署 名

 担当者氏名 小林卓夫

 電 話　048-4 62-1043　ＦＡＸ

 E - m a i l　xeno@ remus.d ti.ne. jp

 U R L



資料２

　　　 フリガナ コバヤシ　タカオ

事業者名 小林　卓夫

　　　関係法令（労働基準法、育児・介護休業法など）を遵守している。

　　　厚生労働省が実施する「くるみん」の認定を受けている。

　　　経済産業省が実施する「健康経営優良法人」の認定を受けている。

　　　埼玉県が実施する「多様な働き方実践企業」の認定を受けている。

　　　埼玉県が実施する「埼玉県S DGsパートナー」に登録されている。

　　　上記の他、本制度と趣旨を同じくする制度の認定を受けている。

1

チェック

2

チェック

2 0 2 2 年 月 0 時間 年間 0 時間

2 0 2 3 年 月 0 時間 年間 0 時間

2 0 2 4 年 月 0 時間 年間 0 時間

朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度チェックシート

　認定区分：

　認定区分：

　認定区分：

　 登録N o：

　 制度名：

経営者の理念表明と推進体制

項目 記載欄

理念の概要

イクボス宣言

担当部署名

担当者：小林

長時間労働の抑制

項目 記載欄

最も時間外労働が多かった従業員の実績　又は平均時間外労働時間

管理方法

エクセル

取組内容

ノー残業デーの実施

管理・監督者、その他従業員への意識啓発

長時間労働の上限の目標設定

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

自由勤務

取組内容

独自開発のソフトウェア

1ー１
ワーク・ライフ・バランスの実現等のため、経営者が理念を
表明している。（例：イクボス宣言、ビジョンなどの表明） ✔

１－２
ワーク・ライフ・バランスの実現等のため、推進体制を構築
している。（例：推進担当部署・担当者の決定） ✔

２－１

過去３年間において、時間外労働時間が月４５時間、年３６０時間
を超えた従業員がいない。
または、2 0 2 4 年の平均時間外労働時間が前年比または一昨年
比で１０％以上減少している。

✔

２－２
従業員の労働時間をシステムやタイムカードなどで管理・把握し
ている。 ✔

２－３
長時間労働抑制のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔

✔

２－４
業務効率化のため、ＡＩ・ＲPＡ等の技術を導入し、業務の一部を
自動化している。
または、業務平準化のため、業務配分の見直しを行っている。

✔

必須項目（チェックが付くことが認定の条件になり ます。）

任意項目（チェックの有無は、認定に影響しません。）

審査項目（チェックの有無によって、認定の可否を判断します。）
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3

チェック

%

%

%

4

チェック

男性 人 女性 人

%

年 男性 人 女性 人

年 男性 人 女性 人

年 男性 人 女性 人

年 男性 人 女性 人

5

チェック

✔

年 人

年 人

休暇の取得促進

項目 記載欄

従業員の平均年次有給休暇取得率

2 0 2 2 年 10 0

2 0 2 3 年 10 0

2 0 2 4 年 10 0

取組内容

取得率等の目標設定

社員への意識啓発

取得率の低い従業員へのフォロー体制がある

休暇の連続取得を奨励している

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

10 0 % 取得が当たり前だと思う

制度概要

女性活躍の推進

項目 記載欄

登用目標

管理職内訳

女性管理職の割合

取組内容

管理・監督者及びその他従業員への意識啓発

相談窓口の設置

社内メール等での制度周知

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

利用実績（※実績がある場合は該当する年を２年分まで記入）

利用実績（※実績がある場合は該当する年を２年分まで記入）

取組内容

多様な働き方の推進

項目 記載欄

取組内容

男性の育児休業取得を推進している

従業員の副業を認めている

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

子連れ出勤

取組内容

自由出勤、在宅勤務可、天気が悪い日は休みとする

利用実績（※実績がある場合は２年分まで記入）

介護休業 ・ 介護休暇

介護休業 ・ 介護休暇

取組内容

３－１

過去３年間において、有給休暇を１０日以上付与されている全て
の従業員が年間５日以上の年次有給休暇を取得しており、過去３
年間で２年以上、平均年次有給休暇取得率が業種別平均を上回
る。

✔

✔

３－３ 独自に特別休暇の制度を設けている。

４－１
女性管理職の登用目標を設定している。
または、女性管理職の割合が業種別平均を超えている。
※管理職割合は直近決算期末の実績

４－２
育児休業や介護休業の取得促進のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。

４－３

育児休業の利用実績がある。
✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付

けてください。
なお、過去５年間において制度の利用対象者がいなかった場合
は、チェック欄に「－」を付けてください

－

４－４

育児短時間勤務の利用実績がある。
✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付

けてください。
なお、過去５年間において制度の利用対象者がいなかった場合
は、チェック欄に「－」を付けてください

－

４－５
４－３及び４－４の制度について、法令を上回る独自の制度を設
けている。

５－１ 多様な働き方を推進するための取組を行っている。 ✔

✔

５－２
サテライトオフィスの開設やテレワーク、またはフレックスタイム制
の導入により、場所や時間に捕らわれない働き方を推進してい
る。

✔

５－３

介護休業または介護休暇の利用実績がある。
または、同制度について法律を上回る制度を設けている。

✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付
けてください。

３－２
年次有給休暇の取得促進のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔
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6

チェック

7

チェック

番号

1

働きやすい職場づくり の推進

項目 記載欄

取組内容

社内コミュニケーションの円滑化のための取組を行っている

教育・研修環境を整備している

資格取得を支援している

奨学金返済者への補助制度がある

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

定年はない

取組内容

社員への意識啓発

相談窓口の設置

社内メール等での周知

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

ハラスメントがなくて当たり前( ジェンダー平等について取組あり）

取組内容

取組内容

地域・社会貢献活動

項目 記載欄

取組内容

ジェンダー平等　h ttp s://a jm a n .sh op-p ro.j p /? m ode = sk

取組内容

✔

６－２
ハラスメント対策のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔

✔

６－３
従業員の健康管理のための取組を行っている。
（例：ストレスチェック、産業医等による面談）

６－４
働きやすい職場づくりの推進に関する上記以外の取組を行って
いる。（例：社員アンケートの実施、福利厚生設備の設置、社員の
レクリ エーショ ン制度）

７－１ S DGs達成に向けた取組を行っており 、それを公表している。 ✔

７－２
地域活動に参加している。（例：ボランティア、市民まつり などの地
域の催しに参加・協力している。）

６－１
働きやすい職場づくりのための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔
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ヒ アリ ングシート （ 小林卓夫）  令和７ 年１ ０ 月１ ６ 日実施
資料２

CS番

号
質問内容 ヒ アリ ング結果

1-2 自ら が啓発等含め全て担っている のか
何か特別なこ と をし ている 訳ではない。

ワ ーク ・ ラ イ フ を意識する のは当然のこ と だと 思っている 。

2-1 時間外は全く ないのか
そも そも の勤務時間が１ 日４ 時間なので

法にかかる こ と はない。

2-2 エク セルの管理について 始業・ 休憩・ 終業については従業員が自ら 入力し て管理する 。

2-3 自由勤務の導入はなぜか
事業はすべて通販で行っている ため、 店舗も ないから 時間を決

める 必要がない。 業務でも 時間によ る 制約など はない。

2-4 独自開発のソ フ ト ウ ェ アと は

切手のス キャ ンの効率化。 一気に何枚も ス キャ ンでき る よ う に

する 。 通販サイ ト に上げる ために切手を効率よ く 画像化する 必

要がある ため、 画像変換でき る シス テムを導入し ている 。 個人

事業主の前はＳ Ｅ と し てＡ Ｉ 研究をし ていた経験があり 、 自身

でも ソ フ ト ウ ェ アを開発し ている 。

3-2 有休は年何日、 具体的な取組は

年有給休暇は法廷日数に基づいて与えている 。

基本自由勤務なので、 週３ 日働けば後は休み。

元々行かない日を有休に当てる のも あり 。

4全体 育児休業や介護休業の実績等はないか

特に設けている 訳ではないが、 必要があれば臨機応変に対応。

子供がいる 人は学校の長期休みの月に休み、 他の月に多く 勤務

し ても ら う など し ている 。 急な休みには十分対応でき る よ う に

なっている 。

5-1 子連れ出勤について 作業する 事務所に子供が遊べる ス ペース を設けている 。

5-２ 天候が悪い日は休みについて

よ り 働き やすく する ため。 通販で行っている ため、 多少の業務

の遅れも 影響はあま り ない。 天気が悪いなら 無理し て来る こ と

も ない。

6-1 定年なし はずっと 働ける よ う にする ためか
パート 勤務なので特に設けない。 ６ ０ 過ぎで雇っている 人も い

る

6-２ ハラ ス メ ント 対応の具体例 ハラ ス メ ント はこ れま でも ない。 なく て当たり 前。

7-1 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の取組について
ジェ ンダー平等への意識がある こ と をサイ ト に掲載。 男女差別

をし ないこ と は意識の中にあって当然だと 思う 。



　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料３

様式第１号（第４条関係） 

令和7年10月21日 

 

　朝霞市長　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　名　株式会社アシスト 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　砂戸　謙一　　　 

 

　　　朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定申請書 

 

　朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度実施要綱第４条に基づ

き、朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業として認定を受けたいので申

請します。 

　なお、応募書類一式に虚偽がないことを宣誓します。 

 
企 業 名

株式会社アシスト

 
所 在 地

〒351- 00 0 1 

埼玉県朝霞市上内間木407- 5

 業 種 及 び 

主 な 事 業 内 容

廃棄物処理業

 
創 業 年 月 昭和41年　10月　　　　　

 
資 本 金 1,000万円　　　　　

 

従 業 員 数

正 社 員　　　14人（男性：　12人、女性　2人）

 
パート又は契約社員　　　5人（男性：　 4人、女性　1人）

 
派 遣 社 員　　　　人（男性：　　人、女性　　人）

 
総従業員数　　　19人（男性：　16人、女性　3人）

 

担 当

部 署 名　営業部

 担当者氏名　高橋　大

 電 話　048- 456-3356　ＦＡＸ048-4 56-2577

 E - m a i l　info @gomi-assist.co.jp

 U R L  ht tps:// gomi-a ssist.c o.jp/index.h tml



資料３

　　　 フリガナ カブシキガイシャアシスト

事業者名 株式会社アシスト

　　　関係法令（労働基準法、育児・介護休業法など）を遵守している。

　　　厚生労働省が実施する「くるみん」の認定を受けている。

　　　経済産業省が実施する「健康経営優良法人」の認定を受けている。

　　　埼玉県が実施する「多様な働き方実践企業」の認定を受けている。

　　　埼玉県が実施する「埼玉県S DGsパートナー」に登録されている。

　　　上記の他、本制度と趣旨を同じくする制度の認定を受けている。

1

チェック

2

チェック

2 0 2 2 年 月 2 6 .9 時間 年間 3 2 3 .15 時間

2 0 2 3 年 月 2 7 .4 16 時間 年間 3 2 9 時間

2 0 2 4 年 月 13 .2 7 5 時間 年間 15 9 .3 時間

✔

✔

朝霞市ワーク・ライフ・グッドバランス企業認定制度チェックシート

　認定区分：

　認定区分：中小規模法人

　認定区分：

　 登録N o：第5 0 1号

　 制度名：

経営者の理念表明と推進体制

項目 記載欄

理念の概要

ビジョ ン→アシストにふれた人を幸せにする

担当部署名

長時間労働の抑制

項目 記載欄

最も時間外労働が多かった従業員の実績　又は平均時間外労働時間

管理方法

タイムカードによる管理

取組内容

ノー残業デーの実施

管理・監督者、その他従業員への意識啓発

長時間労働の上限の目標設定

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

取組内容

1ー１
ワーク・ライフ・バランスの実現等のため、経営者が理念を
表明している。（例：イクボス宣言、ビジョンなどの表明） ✔

１－２
ワーク・ライフ・バランスの実現等のため、推進体制を構築
している。（例：推進担当部署・担当者の決定）

２－１

過去３年間において、時間外労働時間が月４５時間、年３６０時間
を超えた従業員がいない。
または、2 0 2 4 年の平均時間外労働時間が前年比または一昨年
比で１０％以上減少している。

✔

２－２
従業員の労働時間をシステムやタイムカードなどで管理・把握し
ている。 ✔

２－３
長時間労働抑制のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔

２－４
業務効率化のため、ＡＩ・ＲPＡ等の技術を導入し、業務の一部を
自動化している。
または、業務平準化のため、業務配分の見直しを行っている。

必須項目（チェックが付くことが認定の条件になり ます。）

任意項目（チェックの有無は、認定に影響しません。）

審査項目（チェックの有無によって、認定の可否を判断します。）
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3

チェック

%

%

%

✔

4

チェック

男性 人 女性 人

%

✔

年 男性 人 女性 人

年 男性 人 女性 人

2 0 2 3 年 男性 0 人 女性 0 人

2 0 2 4 年 男性 0 人 女性 1 人

5

チェック

✔

年 人

年 人

休暇の取得促進

項目 記載欄

従業員の平均年次有給休暇取得率

2 0 2 2 年 10 0

2 0 2 3 年 10 0

2 0 2 4 年 10 0

取組内容

取得率等の目標設定

社員への意識啓発

取得率の低い従業員へのフォロー体制がある

休暇の連続取得を奨励している

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

制度概要

女性活躍の推進

項目 記載欄

登用目標

管理職内訳

女性管理職の割合

取組内容

管理・監督者及びその他従業員への意識啓発

相談窓口の設置

社内メール等での制度周知

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

利用実績（※実績がある場合は該当する年を２年分まで記入）

利用実績（※実績がある場合は該当する年を２年分まで記入）

取組内容

多様な働き方の推進

項目 記載欄

取組内容

男性の育児休業取得を推進している

従業員の副業を認めている

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

取組内容

利用実績（※実績がある場合は２年分まで記入）

介護休業 ・ 介護休暇

介護休業 ・ 介護休暇

取組内容

３－１

過去３年間において、有給休暇を１０日以上付与されている全て
の従業員が年間５日以上の年次有給休暇を取得しており、過去３
年間で２年以上、平均年次有給休暇取得率が業種別平均を上回
る。

✔

３－３ 独自に特別休暇の制度を設けている。

４－１
女性管理職の登用目標を設定している。
または、女性管理職の割合が業種別平均を超えている。
※管理職割合は直近決算期末の実績

４－２
育児休業や介護休業の取得促進のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔

４－３

育児休業の利用実績がある。
✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付

けてください。
なお、過去５年間において制度の利用対象者がいなかった場合
は、チェック欄に「－」を付けてください

－

４－４

育児短時間勤務の利用実績がある。
✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付

けてください。
なお、過去５年間において制度の利用対象者がいなかった場合
は、チェック欄に「－」を付けてください

✔

４－５
４－３及び４－４の制度について、法令を上回る独自の制度を設
けている。

５－１ 多様な働き方を推進するための取組を行っている。 ✔

５－２
サテライトオフィスの開設やテレワーク、またはフレックスタイム制
の導入により、場所や時間に捕らわれない働き方を推進してい
る。

５－３

介護休業または介護休暇の利用実績がある。
または、同制度について法律を上回る制度を設けている。

✔※過去５年間において利用実績がある場合、チェック欄に を付
けてください。

３－２
年次有給休暇の取得促進のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔
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6

チェック

✔

✔

✔

7

チェック

番号

7

11

7

働きやすい職場づくり の推進

項目 記載欄

取組内容

社内コミュニケーションの円滑化のための取組を行っている

教育・研修環境を整備している

資格取得を支援している

奨学金返済者への補助制度がある

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

取組内容

社員への意識啓発

相談窓口の設置

社内メール等での周知

上記以外の取組（具体的な取組内容をご記入ください。）

取組内容

ストレスチェック

取組内容

地域・社会貢献活動

項目 記載欄

取組内容

社内の照明のＬＥＤ化推進により消費電力を削減する。
2 0 3 0 年に向けた指標「社内照明10 0 ％LED化（消費電力
の削減割合5 0 ％）」

社員参加型・社会貢献活動の推進（近隣の美化活動）
2 0 3 0 年に向けた指標「年12 回開催・のべ10 0 人参加」

リ サイクルを目的とした産業廃棄物の処分推進
2 0 3 0 年に向けた指標「リ サイクル率8 0 ％」

取組内容

あかりテラスでのゴミ 回収

６－２
ハラスメント対策のための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔

６－３
従業員の健康管理のための取組を行っている。
（例：ストレスチェック、産業医等による面談） ✔

６－４
働きやすい職場づくりの推進に関する上記以外の取組を行って
いる。（例：社員アンケートの実施、福利厚生設備の設置、社員の
レクリ エーショ ン制度）

７－１ S DGs達成に向けた取組を行っており 、それを公表している。

✔

７－２
地域活動に参加している。（例：ボランティア、市民まつり などの地
域の催しに参加・協力している。） ✔

６－１
働きやすい職場づくりのための取組を行っている。

✔※右記のいずれかを実施している場合、 を付けてください。 ✔
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ヒ アリ ングシート （ 株式会社アシス ト ）  令和７ 年１ １ 月５ 日実施 資料３

CS番号 質問内容 ヒ アリ ング結果

1-１ アシス ト にふれた人を幸せにする と は
お客様、 従業員と も にアシス ト に関わった人全員を幸せにで

き る 会社にし たい

2-1 時間外について 春や年末は忙し い、 ため一部残業が増える 。

2-３
長時間労働の抑制について日頃から 声かけを行っている

のか

会議や朝礼の場で声かけ。

一月１ ０ 日は残業を抑える よ う にし 、 ボーナス 査定と 紐付け

をし ている 。 現場仕事がメ イ ンなので、 長く なる と き も あ

る 。

3-1 有休について 有休は１ ヶ 月前から 申請でき る 。

3-2
休暇の連続取得の奨励では連続取得の限度は、 取得に向

けて声かけなどは行っている のか

連続の取得に制限や目安は設けていない。

社長から 各部門の責任者に取得に関し て定期的に指示を出し

ている 。 有休申請は基本的に申請があったも のについては断

ら ない。

4-2 育児休業や介護休業の取得に向けた取組は
規則に設けてはいる が、 社員から の申し 出などはなかった。

（ 過去にシフト の調整を行ったり 等その都度対応）

4-4 時短勤務の利用者について

男性から の申し 出も なし 。

女性一人は今も 継続中。

時短勤務の期間は社員と 相談し ながら 決める 。

5-1 従業員の副業について 副業する にあったって届出を必要と する 。

5-3 介護休暇・ 休業の利用対象者はいないのか
該当者なし 。 必要あればその都度対応。

期間の定めはなし 。 （ 大体２ ～３ 日休みなど）

6-1
研修の具体的な内容は

資格支援について

市内の異業種が集ま り 、 一冊の書籍（ 組織運営や働き 方に関

する 内容） を題材に学ぶ内容

※書籍の例『 LIFE SHIF100年時代の人生戦略』 など従業員が

参加する こ と で、 働き 方や仕事と プラ イ ベート の向き 合い

方、 組織運営などワ ーク ラ イ フバラ ンス を学ぶこ と の出来る

場と なっている 。

ま た、 異業種交流によ る ディ ス カッ ショ ンなどを経験する 事

が出来る ため仕事の効率化や組織運営や育成をス ムーズにし

ていく 良いき っかけづく り が出来ている 。

資格取得に関し ては運転免許の限定解除の講習支援を行う 。

6-2 ハラ ス メ ント への取組は

チェ ッ ク と シート を利用し た記録あり 。 （ R5） ハラ ス メ ント

の実態はなし 。

窓口を設置し 相談体制を設ける （ 規則に定めあり ）

6-3 ス ト レス チェ ッ ク について
医療関係の人から アンケート 方式で行う 。

健康ケアの一環

7-2 あかり テラ ス の活動について 毎年実施。 ゴミ ス テーショ ンの設置およ び自ら のゴミ 集め


